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特殊学級担任が行った特別支援教育コーディネーターの活動

札幌市立澄川小学校

前　田　利　久

キーワード：特別支援教育コーディネーター、特殊学級担任、支援体制、校内委員会、校内での支援

　札幌市では、平成15年３月に「札幌市特別支援教育基本計画」を策定した。同年10月には幼稚園と小・
中学校に、校内委員会としての校内学びの支援委員会（以下　学びの支援委員会）の設置と特別支援教育
コーディネーター（以下　コーディネーター）の指名を行うことの通知を出し、特別支援教育を推進している。
　澄川小学校（以下　本校）でも、学びの支援委員会が設置され、私がコーディネーターとなって２年以
上が経過した。私は情緒障がいの特殊学級の担任を務めながら、コーディネーターの活動を行っている。
校内の校務分掌や特別委員会の業務、札幌市や研究団体の役割などもあり十分な活動ができているとは
言い難い。それでも、何とかこの程度のことには取り組めるという例を紹介したいと考えた。
　特殊学級担任は、特別支援教育と関わるためにできるだけコーディネーターになるのがよいと考
えている。しかし、コーディネーターとして
活動している特殊学級担任は、意外と少ない
ように思っている。もちろん、コーディネー
ターでなくても特殊学級担任のノウハウを、
特別な教育的な支援を必要としている子供の
指導・支援に生かすことは可能である。
　本稿では、特殊学級担任として特別支援教
育に関わるという視点から、主にコーディ
ネーターの役割としての「校内における支援
体制の構築」と、コーディネーター及び特殊
学級担任の役割としての「校内における支援
の実際」の二つの項目で活動をまとめたうえ
で、成果と課題を整理してみたい。

１．校内における支援体制の構築
（１）校内委員会の設置と運営
　本校の学びの支援委員会は、就学適正委員会
（就学指導委員会）を発展させて設置した。運
営計画には、資料１の「１ねらい、２活動内容、
３構成員、４主な窓口」のほかに「５活動の流
れ（校内支援 地域学習支援 学習支援・生徒指
導）、６年度の活動計画」を明記している。職
員会議で運営計画を提案して協議したり、学校
運営誌に掲載したりすることで校内での理解が
深まり、取り組みの体制作りが行えると考えて
いる。本年度は、学期ごとの活動内容の報告を
行ったり、年度末の反省を予定したりしている。
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資料１．「学びの支援委員会」運営計画（一部抜粋）
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（２）コーディネーターの役割
　コーディネーターの役割は、大きくは次の４点である。
ア．資料２の「校内支援の手順」の中での役割
イ．地域学習支援の手順の中での役割
ウ．就学・教育相談の実施と関係学校や機関との連絡調整
エ．特別支援教育に関する校内研修の企画と実施
　具体的な役割としては、校内の関係者や関係機関との連絡調整、保護者に対する相談窓口、担任へ
の支援、学びの支援委員会での推進役、特別支援教育に関する理解・啓発の推進などがある。

２．校内における支援の実際
（１）児童理解交流
　校内での気になる子供の（特別な教育的支援や学習支援・生徒指導を必要とする子供）の様子、指導・
支援の方針・内容などを知ったり、意見交換したりするために、年に３回児童理解交流を実施している。そ
の際には、通常の学級担任が資料３「校内支援の様子」を作成し、使用している。
　Ｐ－Ｄ－Ｓのサイクルでの取り組みを意識して、６月には実態や指導・支援の方針・内容など、10月には前

期のまとめと後期の方針・内容、３月には後期のまと
めと次年度への引継ぎ事項の共通理解を図っている。
　対象の子供の困難さの原因を障がいと環境に分
けて考えられるように、用紙を２種類用意した
り、障がいに関する資料を提示したりしている。
平成17年度は、障がいがある又はあるのではない

（保護者：保護者からの要望） 

 

 

 

  

 

【特別支援教育コーディネーター】
・学級担任の要望をもとに，必要に応じ校内学びの支援委員会を
開催。

・担任の意見を聞きながら，指導・支援に関する助言，学年・教  
　職員などの協力・支援体制の検討を行う。 
・必要に応じて「個別の指導計画」を作成する。学級担任・学年・
その他の教職員に周知し，共通理解のもと指導体制を作る。

・ 指導・支援の内容や方法など保護者に知らせ，理解，協力を得
る。

・必要に応じ，校外関係機関と連携をとり，指導助言を仰ぐ。

【学級担任】
・保護者の意見・願いや，特別支援教育コーディネーターの助言
　をもとに，「校内支援の様子」（様式1）を作成する。
・「校内支援の様子」や「個別の指導計画」をもとに児童を支援する。
・必要に応じて指導・支援内容を保護者に知らせて，今後の指　 
　導のあり方を再検討していく。

【特別支援教育コーディネーター】
・必要に応じ，校外関係機関と連携をとり，指導助言を仰ぐ。
・担任と共に，保護者の相談・対応を行う。
・担任と共に指導・支援内容の反省・検討をし，次年度の課題　 
　や方向性，目標を探る。 

【学級担任】
・日常観察を通して学習や行動面で特別な教育的支援が必要と考 
　えたとき，特別支援教育コーディネーターに連絡，相談する。

資料２．校内支援の手順
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資料３．校内支援の様子
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かと考えられた子供11名、環境によると考えられた子
供４名の様子を交流している。交流をしながら、子供
の変容、指導・支援のポイント、協力体制などについ
ての話をしている。児童理解交流を行うことで、対象
の子供を明確にして指導・支援の計画作りが行えたり、
子供の理解や指導・支援の内容や方法に関する研修の
場を確保したりできていると考えている。

（２）教育相談
　本人・保護者・通常の学級担任などとの教育相談で、
今後の指導・支援の方針や内容などの確認をすることが
ある。相談を行うことで、保護者の悩みや不安を解消し
たり、思いや願いなどをより一層知ったりすることがで
きる。また、学校での取り組みの共通理解を図れるとと
もに、家庭での関わり方の助言も行える。保護者、特に
母親が孤立しない、自信を失わないためのサポートは大
変重要である。保護者が明るく元気に子供へ対応でき
るようにすることは、特別支援教育では欠かせない要素
の一つと考えている。
　平成16年度は３ケース８回、平成17年度は12月までに
５ケース７回実施している。なお、相談にあたっては、
保護者に了承していただいたうえで、記録を残している。

（３）通常の学級担任への助言など
　担任からの相談を受けて、さまざまな教育活動の場で、
実際にどのような指導・支援を行えばよいのかを助言す
ることも多い。助言を行うためには、資料４のように簡単
でわかりやすい説明の仕方を考えるように心掛けている。
　関係機関とつながりを持つことで、担任へ助言をしていただいたり、教材を提供していただいたり
することもある。医者からの助言をもとにかかわり方を工夫して多動を改善できた広汎性発達障がい
の子供、札幌市教育センターでの知能検査や相談で不安なく通級による指導を開始することができた
言語障がいの子供、通級による指導の先生からの情報や教材の提供で学習への取り組みやすさが増し
た弱視の子供の例などがある。

（４）子供への指導・支援
　平成16年度の１ケースは、学習の困難さについての担任の気づきと保護者からの申し出が一致し、
Ｔ・Ｔと特殊学級での学習も含めた対応を行った。対応は、資料５の手順で行った。指導・支援に関
係する資料としては、担任が資料３「校内支援の様子」を、コーディネーター（特殊学級担任）が資
料６｢学習の記録｣を作成した。

３．成果と課題
（１）成果
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資料４．説明資料の例
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　校内では、以下の点が考えられた。
・困難を持つ子供を学級担任だけでなくより多くの人で支えられるようになってきた。
・困難さが増して対応が難しくなる前に、指導・支援を開始できるケースがあった。
・校内だけで解決しようとしないで、関係機関との連携を考えるようになってきた。

（２）課題
　校内では、以下の点が考えられた。
・落ち着きのない子供への対応では、障がいの有無を慎重に見極める必要がある。
・中学校への進学時の引継ぎをどのように行っていくかの検討が必要である。
・ 保護者が一層安心して相談できる、様々な誤解を解消できるようにするために、保護者への      
啓発を十分に行う必要がある。
・コーディネーターが交代する際の引継ぎをスムーズに行うための工夫が必要となる。
　その他、校内だけでは解決できなかったり、様々なコーディネーターの立場を考えたりすると以下
の点も課題と考える。
・ 子供や保護者のニーズに応じて選択できるように、通級による指導の充実や特殊学級の運用      
などで学びの場を多様化する。
・ 各校のコーディネーターがかかわることができる場の設定や工夫をして、コーディネーター      
間での情報交換や互いに支えあう体制作りをする。
・ 特別支援教育に関わっている人の関心、意欲、知識、実践力などの差が大きくなってきている。
「実際に関わっている」「積極的に関わりたい」「不満がある」「わからない」などの関わる 側の
ニーズに応じた研修機会を設定する。
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資料５．対応の実際 資料６．学習の様子


